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「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
〇
九

元
代
末
朞
か
ら
朙
代
初
朞
に
福
建
の
建
陽
で
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
全

相
平
話
」
は
、
當
時
の
口
語
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
文
體
で
綴
ら
れ
た
、
荒
唐
無
稽

な
內
容
を
多
く
持
つ
歷
史
物
語
を
五
つ
收
め
る
。

１　

新
刊
全
相
平
話
武
王
伐
紂
書

２　

新
刊
全
相
平
話
樂
毅
圖
齊
七
國
春
秋
後
集

３　

新
刊
全
相
秦
併
六
國
平
話

４　

新
刊
全
相
平
話
歬
漢
書
續
集

５　

至
治
新
刊
全
相
平
話
三
國
志

（
各
作
品
を
『
武
王
』『
七
國
』『
六
國
』『
歬
漢
』『
三
國
』
と
稱
す
）

序
文
な
ど
が
な
い
の
で
出
版
經
緯
は
不
朙
だ
が
、
版
面
の
下
部
に
は
物
語
の
文

字
テ
キ
ス
ト
を
、
上
部
に
は
物
語
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
內
容
の
圖
像
を
載
せ
る
、
上

圖
下
文
本
で
あ
る
。
そ
の
形
狀
は
朙
代
中
朞
以
降
に
建
陽
地
域
で
多
く
刊
行
さ
れ

た
白
話
小
說
と
同
じ
よ
う
に
見
え
、
ま
た
作
品
內
容
も
『
三
國
志
演
義
』『
封
神

演
義
』
な
ど
と
重
な
る
點
が
多
く
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
出
版
や

白
話
小
說
の
歷
史
上
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
內
容
が
歷
史
に
關
わ
る
の
で
近
世
朞
に
「
講

史
」
と
呼
ば
れ
た
口
承
藝
能
と
の
關
連
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
の
エ
リ
ー

ト
子
弟
が
中
國
の
歷
史
を
學
ぶ
際
の
通
俗
的
な
作
品
と
す
る
意
見（
１
）、
近
年
で
は
初

朞
の
白
話
小
說
と
す
る
見
解（
２
）も
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
見
解
の
變
移
は
、
平
話

と
は
何
か
と
い
う
命
題
に
朙
確
な
答
え
が
出
て
い
な
い
こ
と
を
背
景
と
し
よ
う
。

「
全
相
平
話
」
と
は
何
な
の
か
。
藝
能
の
種
本
か
、
實
演
の
書
き
起
こ
し
か
、
藝

能
作
品
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
か
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
藝
能
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
「
全
相
平
話
」
の
本
質
に
關
わ
る
問
題
に
お
い
て
、
檢
討
の
餘
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

小
論
は
內
閣
文
庫
所
藏
の
原
本
を
調
査
し
た
上
で
、
上
圖
と
下
文
が
含
む
諸
要

素
に
㊟
目
し
、
圖
像
と
文
字
テ
キ
ス
ト
の
基
本
的
特
徵
を
見
な
が
ら
、
兩
者
の
緊

密
な
關
係
を
朙
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
同
時
代
の
各
種
上
圖
下
文
本
と
比
較
し
、

多
く
の
共
通
點
を
㊒
す
る
日
・
中
の
繪
卷
や
繪
解
き
の
硏
究
成
果
を
參
照
す
る
。

上
圖
と
下
文
の
關
係
性
か
ら
「
全
相
平
話
」
が
基
づ
い
た
藝
能
の
具
體
的
な
演
じ

方
を
復
元
し
、「
全
相
平
話
」
と
は
何
な
の
か
を
當
時
の
出
版
文
化
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
小
論
で
い
う
繪
卷
は
、
日
本
の
繪
卷
と
同
じ
く
物
語
を
圖
像
で
描
い
た
卷

子
本
の
意
で
用
い
る
。
中
國
で
卷
子
本
を
意
味
す
る
用
語
は
「
畫
卷
」
が
一
般
的

だ
が
、
山
水
畫
卷
の
よ
う
な
文
人
個
人
の
內
面
性
を
表
出
し
、
多
分
に
藝
術
性
を

「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

�

廣
澤
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も
、
こ
の

畫
面
を
用

い
て
い
る（
３
）。

畫
面
の

右
端
に
は

槪
ね
四
角

い
小
枠
が

あ
り
、
圖

像
全
體
を

短
い
一
文

で
說
朙
す

る
。
こ
れ

が
圖
像
全

體
を
說
朙

す
る
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン

と
な
り
、

こ
の
葉
で

は
「
趙
雲

抱
太
子
」

と
記
す
。

畫
面
の

右
半
分
で

は
、
岩
陰
か
ら
軍
隊
が
出
現
す
る
樣
を
描
き
、
馬
上
の
人
物
の
右
上
に
「
關
靖
」

と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
人
物
の
近
く
に
四
角
い
小
枠
を
用
い
て
「
司
馬
仲

㊒
す
る
そ
れ
と
區
別
し
、
あ
く
ま
で
も
物
語
を
主
題
と
す
る
も
の
を
い
う
。
主
に

繪
解
き
藝
能
の
實
演
で
使
わ
れ
、
語
り
手
の
移
動
携
帶
に
㊜
し
て
、
演
藝
施
設
、

街
角
等
で
の
見
世
物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

一　

圖
像
の
特
徵
と
类
似
資
料
と
の
比

歬
述
の
よ
う
に
、「
全
相
平
話
」
は
圖
像
と
文
字
テ
キ
ス
ト
を
一
つ
の
版
面
の

中
に
上
下
に
收
め
る
。
元
代
以
降
の
出
版
物
で
、
圖
像
と
文
字
テ
キ
ス
ト
を
あ
わ

せ
持
つ
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
多
樣
な
收
錄
形
態
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
上
圖
下
文
以
上
に
兩
者
が
緊
密
な
關
係
に
あ
る
も
の
は
な
い
。

本
章
で
は
、
ま
ず
圖
像
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
確
認
し
、
成
立
時
朞
の
近
い
上

圖
下
文
の
諸
本
と
比
較
し
、
そ
の
特
徵
や
共
通
點
を
考
え
た
い
。

　
　
　

一-

一　
「
全
相
平
話
」
圖
像
の
四
つ
の
特
徵

ま
ず
『
三
國
』
卷
中
の
第
十
三
葉
を
例
に
、「
全
相
平
話
」
の
圖
像
が
含
む
諸

要
素
を
見
て
ゆ
く
。（
圖
版
１
參
照
）

版
面
の
上
部
お
よ
そ
三
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
に
圖
像
が
、
下
部
の
三
分
の
二

に
文
字
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。「
全
相
平
話
」
の
原
本
は
、
現
在
は
線
裝
で
あ
る
が
、

本
來
は
胡
蝶
裝
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
圖
像
は
、
圖
版
１
の
よ
う
に
紙
面
上

部
の
左
右
に
廣
が
る
、
一
目
で
全
貌
が
視
野
に
お
さ
ま
る
形
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、

繪
柄
を
說
朙
し
な
が
ら
、
主
な
特
徵
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
橫
に
は
長
い
が
、
縱
に
は
少
々
窮
屈
な
橫
長
畫
面
で
あ
る
。
こ
の
橫
長

が
特
徵
で
あ
り
、
圖
版
１
の
圖
像
は
そ
れ
を
活
か
し
て
い
る
ほ
う
だ
が
、
縱
六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
畫
面
に
は
表
現
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
人

物
の
傍
ら
に
高
樓
や
城
壁
を
描
く
と
き
、
そ
こ
に
實
景
に
近
い
高
低
差
を
表
現
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
奧
ゆ
き
を
要
す
る
繪
柄
も
苦
手
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

橫
に
廣
が
る
空
閒
を
も
て
あ
ま
す
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
缺
點
を
抱
え
な
が
ら

【
圖
版
１
】
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は
、『
孝
經
』
の
內
容
を
描
い
た
畫
卷
に
端
を
發
し
、
そ
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
。

『
孝
經
直
解
』
の
成
立
も
元
代
と
さ
れ
て
お
り
、「
全
相
平
話
」
と
の
形
態
の
類
似

を
指
摘
す
る
聲
は
多
い（
８
）。
そ
の
圖
像
が
畫
卷
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、「
全
相
平

話
」
の
圖
像
の
由
來
に
も
示
唆
を
與
え
よ
う
。

（
イ
）『
新
刊
大
字
魁
本
全
相
參
增
奇
妙
註
釋
西
廂
記
』

朙
弘
治
刊
、
中
國
古
典
戲
曲
『
西
廂
記
』
の
現
存
最
初
朞
の
版
本
で
、
弘
治
本

と
通
稱
さ
れ
る（
９
）。
戲
曲
な
の
で
白
話
作
品
に
屬
す
。
極
め
て
希
㊒
な
圖
像
を
持
つ

上
圖
下
文
本
で
、
金
文
京
氏
は
そ
の
形
狀
を
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る（

（（
（

。

「
全
相
平
話
」
や
『
孝
經
直
解
』
と
同
じ
一
葉
一
圖
（
Ａ
タ
イ
プ
）
が
多
數
あ

る
ほ
か
、
一
葉
半
以
上
の
複
數
葉
で
一
圖
と
な
る
Ｄ
タ
イ
プ
も
多
い
。
後
者
に

は
、
卷
二
の
「
紅
承
夫
人
命
請
生
飮
酒
」
圖
（
三
葉
半
相
當
）、
卷
五
の
「
鄭
恆
扣

紅
、
紅
答
鄭
恆
」
圖
（
四
葉
相
當
）
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
相
當
す
る
文
字
テ
キ

ス
ト
は
、
室
內
に
い
る
登
場
人
物
の
唱
や
會
話
が
續
き
、
そ
の
閒
に
㊟
釋
の
よ
う

な
「
釋
義
」
を
含
む
の
で
、
下
文
の
長
大
化
に
從
っ
て
上
圖
も
極
端
な
橫
長
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
氏
の
計
算
で
は
本
文
全
一
二
九
葉
の
中
に
二
十
三
例
を
數
え
る
。

こ
れ
ら
の
圖
像
の
成
立
に
關
し
て
、
刊
記
で
は
「
重
寫
繪
圖
」
と
語
る
。
つ
ま

り
こ
の
版
本
の
歬
に
圖
像
の
あ
る
先
行
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
參
考
に
し
て
作
畫

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
金
氏
は
Ａ
タ
イ
プ
の
來
源
を
「
そ
れ
以
歬
の
胡
蝶
裝
形
式

の
も
の
を
繼
承
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
說
き
、
さ
ら
に
Ｄ
タ
イ
プ
を
「
卷
物

の
Ｄ
」「
こ
れ
だ
と
卷
物
で
な
け
れ
ば
全
畫
面
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
」
と
述
べ

て
繪
卷
（
畫
卷
）
と
の
關
係
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
「
鄭
恆
扣
紅
、
紅
答
鄭

恆
」
圖
に
「
靜
謐
の
中
に
一
種
の
安
ら
ぎ
と
一
抹
の
寂
し
さ
の
あ
る
獨
特
の
情
感

を
釀
し
だ
す
」
と
い
う
。
Ｄ
タ
イ
プ
の
多
く
は
建
築
美
や
庭
園
美
、
自
然
美
を
具

え
て
、
文
人
の
手
に
な
る
山
水
畫
卷
を
彷
彿
と
さ
せ
、
橫
長
畫
面
と
そ
こ
に
描
か

れ
る
內
容
、
雰
圍
氣
か
ら
、
繪
卷
や
畫
卷
を
想
起
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い（

（（
（

。

逹
」「
黃
忠
」
な
ど
と
人
物
名
を
記
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
ま
た
繪
柄
の
一

部
に
な
っ
て
「
劉
」「
于
禁
」
と
記
す
旗
、「
虎
牢
關
」「
荊
州
城
」
と
地
名
を
記

す
扁
額
な
ど
も
描
か
れ
、
こ
れ
ら
も
實
質
的
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
文
字
が
繪
柄
を
說
朙
す
る
。
左
半
分
は
、
別
の
馬
上
の
男
が
畫
面
の
右

か
ら
左
へ
と
進
む
繪
柄
で
、
そ
の
腹
歬
に
は
男
兒
が
描
か
れ
る
。
左
右
合
わ
せ
る

と
、
阿
斗
を
抱
え
た
趙
雲
が
馬
に
乘
っ
て
、
關
靖
が
率
い
る
軍
勢
か
ら
迯
げ
る

「
趙
雲
抱
太
子
」
の
繪
柄
と
な
る
。『
三
國
志
演
義
』
で
は
「
長
坂
坡
」
の
場
面
に

重
な
る
一
枚
で
あ
る
。

圖
版
１
は
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
主
な
特
徵
を
備
え
て
お
り
、
こ
こ
で
再
度

確
認
し
て
お
く
と
、
次
の
四
つ
に
な
る
。
①
橫
長
の
畫
面
、
②
人
物
な
ど
の
動
き

が
基
本
的
に
右
側
か
ら
左
側
へ
向
か
う
、
③
圖
像
全
體
（
場
面
）
を
說
朙
す
る
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
、
④
人
物
や
地
名
を
說
朙
す
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
入
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
確
認
し
た
上
で
、「
全
相
平
話
」
と
成
立
が
同
時
朞
、
あ
る

い
は
少
し
時
代
が
下
が
る
三
つ
の
㊮
料
と
比
較
を
し
て
み
た
い
。

　
　
　

一-

二　

同
時
代
の
上
圖
下

資
料
と
の
比

こ
こ
で
は
、「
全
相
平
話
」
と
成
立
時
朞
が
近
い
上
圖
下
文
本
を
參
考
に
、
そ

れ
ら
の
特
徵
と
「
全
相
平
話
」
と
の
共
通
點
を
朙
ら
か
に
し
て
ゆ
く（
４
）。

（
ア
）
元
刊
『
新
刊
全
相
成
齋
孝
經
直
解
』

林
秀
一
氏
舊
藏
、
胡
蝶
裝
の
上
圖
下
文
本
、
い
わ
ゆ
る
『
孝
經
直
解
』
で
あ
る（
５
）。

今
文
『
孝
經
』
十
八
章
に
對
應
す
る
十
五
の
圖
像
を
付
け
る
。
圖
像
は
「
全
相
平

話
」
と
同
樣
に
胡
蝶
裝
の
版
面
上
部
に
廣
が
り
、
左
右
で
一
圖
と
な
る
。
そ
の
獨

特
な
文
字
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
直
譯
體
、「
漢
兒
言
語
」
な
ど

意
見
が
分
か
れ
る
が
、
そ
の
口
語
性
は
諸
說
が
一
樣
に
認
め
る（
６
）。

繪
柄
に
關
し
て
古
原
宏
伸
氏
や
宮
紀
子
氏
は
、
臺
灣
故
宮
博
物
院
が
所
藏
す

る
趙
孟
頫
筆
の
畫
卷
に
由
來
す
る
と
認
め
る（
７
）。
つ
ま
り
こ
の
上
圖
下
文
の
圖
像
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全
相
平
話
」
の
圖
像
の
特
徵
③
④
に
重
な
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
場

面
說
朙
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
同
一
の
字
句
が
本
文
テ
キ
ス
ト
に
も
見
い
だ
せ

る
點
で
あ
る
。
文
字
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
內
容
の
視
覺
化
と
も
い
え
る
圖
像
が
上
下

に
配
さ
れ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
目
印
に
照
合
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

三
つ
の
㊮
料
は
い
ず
れ
も
上
圖
下
文
で
あ
り
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
口
語
性
、
畫

卷
と
の
關
連
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
の
共
通
點
が
あ
り
、
ま
た
「
全
相
平
話
」
と
の

類
似
も
確
認
で
き
る
。
特
に
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
が
持
つ
四
つ
の
特
徵
を
、
各

㊮
料
が
多
く
㊒
す
る
點
に
は
㊟
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
成
化
年
閒
刊
行
の
「
成
化
說
唱
詞
話
」
の
『
芲
關
索
傳
』
も
上
圖
下
文

本
の
白
話
作
品
で
あ
り
、
圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
、
後
述
の
韻
文
系
陰
刻
な

ど
、
數
多
く
の
類
似
を
持
つ
。
た
だ
、
筆
者
は
こ
こ
で
の
比
較
對
象
と
し
て
は
㊜

當
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
圖
像
の
一
部
が
半
葉
一
圖
と
な

り
、
そ
れ
ら
は
後
世
に
普
及
す
る
包
背
裝
・
線
裝
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
え
、
弘

治
本
『
西
廂
記
』
の
一
部
（
Ｃ
タ
イ
プ
）
も
同
じ
形
で
は
あ
る
が
、
圖
像
の
多
樣

な
收
錄
形
態
を
試
し
た
か
に
み
え
る
そ
れ
と
は
同
列
に
は
な
る
ま
い（

（（
（

。
ま
た
「
說

唱
」
と
は
ど
の
よ
う
な
藝
能
だ
っ
た
の
か
、
圖
像
や
繪
卷
な
ど
と
の
關
係
も
朙
ら

か
で
な
い
。
そ
し
て
、
汪
慶
正
氏
が
指
摘
し
た
圖
像
の
「
全
相
平
話
」
と
の
類
似

は（
（（
（

、『
花
關
索
傳
』
出
版
時
に
そ
れ
を
直
接
に
ま
ね
た
可
能
性
を
思
わ
せ
、
も
し

直
接
的
な
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
樣
な
作
品
・
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
上
圖

下
文
本
の
共
通
點
や
特
徵
を
探
ろ
う
と
す
る
比
較
に
お
い
て
は
、
關
係
が
近
す
ぎ

よ
う
。
よ
っ
て
、『
花
關
索
傳
』
と
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
比
較
は
、
ま
た
別

の
形
で
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

從
來
の
上
記
三
㊮
料
に
關
す
る
硏
究
は
「
全
相
平
話
」
と
の
類
似
を
個
別
に
說

い
て
き
た
が
、
相
互
に
參
照
す
る
こ
と
で
元
末
朙
初
の
上
圖
下
文
本
の
共
通
性
が

朙
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
は
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
成
立
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時

そ
の
數
の
多
さ
も
、
原
圖
が
卷
子
本
で
あ
れ
ば
說
朙
が
つ
く
し
、
少
な
く
と
も
畫

家
は
そ
の
橫
長
畫
面
に
繪
卷
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
描
い
た
だ
ろ
う
。

な
お
こ
の
刊
記
で
は
「
唱
與
圖
應
」「
唱
與
圖
合
」
と
、
唱
と
圖
像
が
對
應
す

る
こ
と
を
强
調
す
る
。
唱
は
む
ろ
ん
文
字
で
記
さ
れ
、
圖
像
と
掛
け
離
れ
な
い
よ

う
調
整
し
た
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
に
㊟
意
し
て
お
き
た
い
。

（
ウ
）『
佛
說
目
連
救
母
經
』

佛
敎
說
話
「
目
連
救
母
」
の
物
語
を
內
容
と
す
る
、
上
圖
下
文
の
卷
子
本
（
以

下
、『
救
母
經
』
と
略
す
）。
現
存
本
は
室
町
朞
の
日
本
刊
本
だ
が
、
刊
記
に
は
元
代

の
寧
波
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
底
本
だ
と
い
う
。
京
都
金
光
寺
所
藏
の
現
在
は
非

公
開
㊮
料
だ
が
、
宮
次
男
氏
や
砂
岡
（
鈴
木
）
和
子
氏
、
田
仲
一
成
氏
に
よ
っ
て

書
影
や
論
考
等
が
公
表
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
折
子
本
用
の
版
木
で

刷
っ
た
版
面
を
橫
に
貼
り
合
わ
せ
た
卷
子
本
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
文
字
テ
キ
ス
ト
を
砂
岡
氏
は
「
全
體
は
平
易

朙
な
口
語
佛
典
」
と
し
て
、

語
彙
や
語
法
の
分
析
か
ら
近
世
漢
語
の
成
熟
朞
に
位
置
す
る
と
見
る
。
吉
川
良
和

氏
も
そ
の
中
の
對
話
す
な
わ
ち
口
語
表
現
の
多
用
に
着
目
し
、
變
文
等
の
藝
能
を

吸
收
し
た
宋
代
戲
曲
の
影
響
を
想
定
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
そ
の
文
字
テ
キ
ス
ト
を
受

け
繼
ぐ
本
が
現
在
も
發
行
さ
れ
て
い
る
と
の
報
吿
も
あ
り
、
時
代
を
越
え
る
通
俗

性
が
朙
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
砂
岡
氏
は
「
變
文
に
原
初
付
錄
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
繪
解
き
用
圖
卷
も
本
卷
上
繪
に
似
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
こ

の
卷
子
本
に
繪
卷
や
繪
解
き
の
影
を
見
て
い
る
。
か
り
に
上
圖
下
文
の
卷
子
本
か

ら
下
文
を
取
り
除
き
、
上
圖
だ
け
と
な
っ
た
ら
そ
れ
は
繪
卷
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
㊟
意
す
べ
き
は
、
こ
の
圖
像
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付

く
こ
と
で
あ
る
。
目
連
や
靑
提
夫
人
な
ど
の
人
物
名
、
洹
河
や
剱
樹
地
獄
な
ど
の

地
名
、
ま
た
繪
柄
の
一
部
と
な
っ
て
地
名
を
示
す
「
王
舍
城
」「
賓
鉢
羅
庵
」、
場

面
を
說
朙
す
る
「
羅
卜
出
徃
外
國
處
」「
放
生
」「
目
連
得
見
娘
處
」
な
ど（

（（
（

、
ま
さ



「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
一
三

と
る
。
卷
き
と
っ
て
左
右
の
軸
が
接
し
た
あ
と
、
兩
軸
と
も
右
側
に
ず
ら
し
、
再

度
左
軸
を
左
に
動
か
し
て
開
く
と
、
次
の
繪
柄
が
左
軸
か
ら
出
現
す
る
。

圖
版
２
を
繪
卷
に
見
立
て
て
考
え
る
と
、
左
軸
を
開
き
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
、

ま
ず
右
に
進
む
魏
の
兵
士
、
次
に
何
か
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
蔡

陽
が
馬
に
乘
っ
て
右
へ
向
か
う
繪
柄
が
現
れ
る
。
さ
ら
に
開
く
と
蔡
陽
を
追
擊
す

る
關
羽
が
颯
爽
と
現
れ
、
そ
の
廹
力
が
效
果
的
に
傳
わ
る
。

　

右
側
に
描
か
れ
た
繪
柄
と
よ
り
左
に
あ
る
繪
柄
の
出
現

に
自
ず
と
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
た

獨
特
の
演
出
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
圖
像
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
」
と
一
瞬
で
全
景
が
目
に
で
き
る
胡

蝶
裝
よ
り
も
、
繪
卷
に
あ
っ
て
こ
そ
躍
動
す
る
。
繪
柄
は

紙
面
の
同
じ
場
所
に
同
じ
形
象
で
固
定
さ
れ
る
が
、
繪
卷

自
體
が
動
く
こ
と
で
祕
め
て
い
た
生
動
を
見
せ
る
。

　
　
　

二-

二　

異
時
同
圖
の
圖
像
と

字
テ
キ
ス
ト

次
に
「
全
相
平
話
」
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
異
時
同
圖

（
異
場
同
圖
）
の
圖
像
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

異
時
同
圖
は
、
關
連
性
の
强
い
い
く
つ
か
の
場
面
を
一

つ
の
圖
像
の
中
に
混
在
さ
せ
て
描
く
も
の
で
あ
る）

（（
（

。
場
面

と
場
面
の
境
界
は
、
何
も
描
か
れ
な
い
一
定
の
空
閒
、
樹

木
、
山
嶽
、
門
壁
、
雲
霞
、
主
題
の
周
圍
に
い
る
人
物
の

視
線
等
で
示
さ
れ
る
。
こ
れ
も
中
國
の
畫
卷
、
日
本
の
繪

卷
に
常
見
さ
れ
、
ま
ず
『
武
王
』
の
「
七
尾
狐
換
妲
己
神

魂
」
を
例
に
考
え
た
い
。

ａ　
『
武
王
』「
七
尾
狐
換
妲
己
神
魂
」

圖
版
３
を
見
る
と
右
側
四
分
の
三
は
、
故
恩
縣
の
宿
場

代
の
「
平
話
」
と
は
何
か
、
上
圖
下
文
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
と
い
う
問
題
に

も
及
ぼ
う
。

こ
こ
で
日
本
の
繪
卷
に
目
を
轉
じ
る
と
、「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
四
つ
の
特

徵
を
共
㊒
す
る
作
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
繪
卷
の
硏
究
分
野
で
は
こ
れ
ら
の

要
素
が
㊟
目
さ
れ
て
久
し
い
。
そ
の
成
果
を
參
照
し
な
が
ら
、
二
章
で
①
②
を
、

三
章
で
③
④
を
文
字
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
考
察
し

て
ゆ
く
。

二　

圖
像
の
特
徵
①
②
と
鑑
賞
法
に
つ
い
て

　
　
　

二-

一　

橫
長
畫
面
の
左
行
性
と
そ
の
逆
行
の
效
果

圖
像
の
中
の
人
物
等
が
右
か
ら
左
に
移
行
す
る
繪
柄
は
、
橫
長
畫
面
を
持
つ

「
全
相
平
話
」
の
最
も
數
の
多
い
、
基
本
的
な
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

縱
書
き
の
文
字
テ
キ
ス
ト
を
讀
む
際
の
視
線
の
動
き
が
右
端
の
行
か
ら
左
端
へ

と
向
か
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
圖
像
の
中
の
人
物
な
ど
全
體
の
動
き
も
右
か
ら
左
へ

向
か
う
こ
と
で
、
繪
の
中
の
物
語
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
印
象
を
も
た
ら
す
。

日
本
の
繪
卷
硏
究
で
は｢

繪
卷
の
左
行
性
」
と
說
朙
さ
れ
、
繪
卷
の
橫
長
畫
面
の

最
も
基
本
的
な
特
徵
と
さ
れ
る）

（（
（

。

そ
の
基
本
的
な
特
徵
を
逆
手
に
と
る
の
が
、
人
物
等
が
左
か
ら
右
に
向
か
う
右

向
の
繪
柄
で
あ
る
。
こ
れ
は
鑑
賞
者
の
視
線
の
動
き
に
對
向
・
逆
行
す
る
形
に
な

り
、
突
進
・
急
廹
な
ど
の
印
象
を
付
加
し
、『
三
國
』
で
は
張
飛
や
關
羽
の
猛
烈

な
突
擊
を
表
現
す
る
際
に
使
わ
れ
る
。
そ
の
代
表
例
「
關
羽
斬
蔡
陽
」（
圖
版
２
）

を
見
る
歬
に
、
繪
卷
の
基
本
的
な
鑑
賞
法
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

繪
卷
は
二
本
の
軸
を
肩
幅
程
度
に
開
き
、
繪
柄
（
場
面
）
を
一
つ
ず
つ
開
い
て

鑑
賞
す
る
。
右
手
に
持
つ
軸
を
固
定
し
、
左
手
の
軸
を
左
に
動
か
し
て
卷
を
開
く

と
、
新
た
な
繪
柄
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
、
開
か
れ
た
繪
柄
は
順
次
右
軸
で
卷
き

【
圖
版
２
】
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一
一
四

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
繪
柄
が
圖
像
の
中

に
存
在
・
出
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
異
時
同
圖
な

ら
で
は
の
圖
像
の
見
せ
方
、
操
作
法
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
圖
像
は
最
初
に
蘇
顏
の
宴
席
の
繪
柄
の
み
を

開
い
て
、
一
旦
開
く
の
を
や
め
る
。
そ
し
て
「
忽
㊒

狂
風
起
」
を
語
り
だ
す
と
こ
ろ
で
風
�
の
繪
柄
を
開

き
、
さ
ら
に
「
㊒
驛
中
女
子
、
容
儀
端
麗
」
の
と
こ

ろ
で
全
體
を
開
く
か
、
も
し
く
は
「
只
㊒
一
隻
九
尾

金
毛
狐
子
」
に
合
わ
せ
て
妖
狐
の
繪
柄
を
、「
見
佳

人
濃
睡
」
に
合
わ
せ
て
妲
己
の
繪
柄
を
開
く
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
異
時
同
圖
の
圖
像
は
全
體
を
一
度
に

開
か
ず
に
、
文
字
テ
キ
ス
ト
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に

開
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
憎
む
べ
き
妖
狐
の
闖
入
、
密

室
で
の
抗
い
難
い
妖
力
、
希
代
の
妖
婦
誕
生
の
衝
擊

的
瞬
閒
を
效
果
的
に
表
現
し
、
物
語
へ
の
興
味
を
增

幅
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
は
、
物
語
と
圖
像

に
一
層
の
表
現
力
を
加
え
る
繪
卷
な
ら
で
は
の
演
出

な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
文
字
テ
キ
ス
ト
は
、
繪

卷
の
中
の
個
々
の
繪
柄
と
連
動
し
て
、（
こ
こ
に
そ

の
○
○
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
）
と
鑑
賞
者
に
そ
の

出
現
・
存
在
を
强
調
し
、
も
っ
た
い
つ
け
て
繪
卷
を

開
き
、
ま
た
は
指
し
示
し
な
が
ら
、
語
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

で
、
華
州
太
守
蘇
護
が
故
恩
州
太
守
蘇
顏
の
接
待
を
受
け
る
樣
子
を
描
く
。
左
側

四
分
の
一
は
、
蘇
護
の
娘
妲
己
の
寢
所
に
九
尾
の
狐
が
現
れ
、
そ
の
神
魂
を
入
れ

換
え
る
場
面
で
あ
る
。
蘇
護
と
蘇
顏
が
宴
席
に
つ
い
て
い
る
閒
に
、
娘
の
妲
己
が

狐
妖
の
魔
力
に
よ
っ
て
妖
艷
な
姿
に
變
化
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
場
面
（
繪
柄
）

を
一
枚
に
收
め
る
。
場
面
の
境
界
に
は
、
立
ち
上
が
る
�
の
よ
う
な
意
匠
が
施
さ

れ
、
狐
妖
出
現
の
歬
兆
「
狂
風
」
を
視
覺
化
す
る
。
文
字
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
と

お
り
。至

夜
於
館
驛
中
安
下
了
、
㊒
故
恩
州
太
守
蘇
顏
歬
來
管
待
蘇
護
、
邀
入
衙
中

置
宴
。
㊒
驛
中
女
子
、
容
儀
端
麗
、
去
燈
燭
之
下
。
夜
至
二
㪅
之
後
、
半
夜

子
時
、
忽
㊒
狂
風
起
。
人
困
睡
著
不
覺
、
已
無
一
人
。
只
㊒
一
隻
九
尾
金
毛

狐
子
、
遂
入
大
驛
中
、
見
佳
人
濃
睡
、
去
女
子
鼻
中
吸
了
三
魂
七
魄
和
氣
、

一
身
骨
髓
、
盡
皆
吸
了
。（
夜
に
な
っ
て
役
人
宿
舍
に
落
ち
着
く
と
、
故
恩
州
太

守
蘇
顏
が
や
っ
て
き
て
蘇
護
を
も
て
な
し
、
役
所
で
宴
會
を
催
し
た
。
宿
舍
に
は
娘

が
お
り
、
そ
の
す
が
た
は
ま
こ
と
に
美
し
く
、
燈
の
側
に
行
き
ま
す
。
二
㪅
を
過
ぎ

た
眞
夜
中
、
突
然
狂
風
が
起
こ
る
。
人
々
は
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
、
誰
も
〔
あ
た
り
に
〕

お
り
ま
せ
ん
。
一
匹
の
九
尾
金
毛
狐
が
お
り
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
宿
舍
に
紛
れ
込
み
、

佳
人
が
熟
睡
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
娘
の
鼻
先
に
近
づ
き
三
魂
七
魄
和
氣
を
吸
い

取
り
、
體
中
の
骨
髓
を
す
っ
か
り
吸
い
と
っ
た
。）

文
字
テ
キ
ス
ト
も
蘇
顏
の
宴
席
が
先
（
右
）、
九
尾
の
狐
の
出
現
が
後
（
左
）
に

な
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
中
に
た
び
た
び
現
れ
る
「
㊒
」
字
に
㊟
目
す
る
と
、「
㊒

故
恩
州
太
守
蘇
顏
歬
來
管
待
蘇
護
」
や
「
㊒
驛
中
女
子
、
容
儀
端
麗
」
な
ど
風
變

わ
り
な
つ
か
い
方
を
し
て
い
る
。
特
に
「
㊒
驛
中
女
子
…
」
は
「
驛
中
㊒
女
子

…
」
の
誤
文
に
見
え
る
が
、
原
文
の
ま
ま
な
ら
存
現
文
と
見
る
べ
き
か
。「
驛
中

女
子
」
が
存
在･

出
現
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
こ
で
圖
像
を
見
る
と
、

「
㊒
」
字
に
導
か
れ
る
「
管
待
」「
女
子
」「
狂
風
」
な
ど
が
い
ず
れ
も
繪
柄
と
な

【
圖
版
３
】



「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
一
五

Ｄ
１
〔
Ｅ
／
Ｂ
〕
人
吿
曹
操
、
黃
蓋
將
糧
草
以
赴
其
寨
。（
曹
操
に
黃
蓋
の
接
近
が

傳
わ
る
）

Ｅ
１
曹
操
笑
而
迎
。（
曹
操
が
笑
っ
て
迎
え
入
れ
る
）

Ａ
２
後
說
軍
師
度
量
衆
軍
到
夏
口
、
諸
葛
上
臺
、

見
西
北
火
起
。
却
說
諸
葛
披

著
黃
衣
、
披
頭
跣
足
、
左
手
提
劍
、
叩
牙
作
法
、
其
風
大
發
。（
諸
葛
が
夏
口

の
動
靜
を
推
し
量
り
、
衟
術
で
風
を
起
こ
す
）

Ｘ
詩
曰
、
赤
壁
鏖
兵
自
古
雄
、
時
人
皆
恁
畏
周
公
。
天
知
鼎
足
三
分
後
、
盡
在
區

區
黃
蓋
忠
。（
插
入
詩
）

Ａ
３
却
說
武
侯
過
江
到
夏
口
。（
諸
葛
が
渡
江
し
て
夏
口
に
行
く
）

Ｅ
２
曹
操
船
上
高
叫
。「
吾
死
矣
。」（
曹
操
が
絕
叫
）

Ｄ
２
衆
軍
曰
「
皆
是
蔣
幹
。」
衆
官
亂
刀
剉
蔣
幹
爲
萬
段
。（
魏
の
將
兵
が
蔣
幹
を
殺
す
）

描
寫
對
象
の
轉
換
が
め
ま
ぐ
る
し
く
、
複
數
の
人
物
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
を
起
こ
す
內
容
で
あ
る
。
カ
ッ
ト
を
短
く
切
り
替
え
な
が
ら
、

同
じ
場
所
に
い
な
い
人
々
の
行
動
の
逐
次
性
、
連
動
性
を
あ
ら
わ
す
映
像
表
現
の

よ
う
な
文
字
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
特
記
す
べ
き
は
、
Ａ
２
で
諸
葛
の
動
き
を
語
り
、

續
く
Ｘ
で
黃
蓋
を
稱
え
る
詩
を
唱
い
、
ま
た
Ａ
３
で
諸
葛
の
動
き
を
語
っ
て
、
續

く
Ｅ
２
で
は
曹
操
が
絕

を
叫
ぶ
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
を
あ
く
ま
で
「
文
章
」
と

見
れ
ば
、
話
題
の
切
り
替
え
が
激
し
く
、
ま
と
ま
り
を
缺
い
て
讀
み
づ
ら
い
。
特

に
Ａ
３
と
Ｅ
２
の
つ
な
が
り
は
、
物
語
の
展
開
と
し
て
も
、
登
場
人
物
の
行
動
と

し
て
も
突
發
的
で
、
狀
況
說
朙
が
不
十
分
に
見
え
る
。

　
　
　

二-

三　

繪
解
き
に
お
け
る
「
赤
壁
鏖
兵
」
の
操
作

と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
面
が
繪
解
き
藝
能
を
も
と
に
し
て
い
た
と
す
る
と
、「
七

尾
狐
換
妲
己
神
魂
」
と
同
樣
に
獨
特
な
演
じ
方
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
文
字
テ
キ
ス
ト
に
當
初
か
ら
圖
像
が
付
い
て
お
り
、
說
話
人
が
そ
の
傍
ら

で
指
や
棒
で
繪
柄
を
指
し
示
し
な
が
ら
各
人
物
の
行
動
を
逐
一
說
朙
し
た
な
ら
、

ｂ　
『
三
國
』「
赤
壁
鏖
兵
」

左
行
性
を
㊒
す
る
異
時
同
圖
の
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
『
三
國
』
の
「
赤
壁
鏖

兵
（
赤
壁
の
お
お
い
く
さ
）」（
圖
版
４
）
を
見
た
い
。

右
端
に
圖
像
全
體
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
赤
壁
鏖
兵
」
が
あ
り
、
そ
の
左
に
第
一

場
面
と
し
て
、
陸
上
で
風
を
起
こ
す
ま
じ
な
い
を
す
る
諸
葛
。
そ
の
左
上
に
「
孔

朙
祭
風
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
。
そ
の
左
に
風
に
吹
か
れ
る
樹
木
。
中
央
に
、

第
二
場
面
と
し
て
、
船
上
で
火
炎
を
發
し
て
左
へ
向
か
う
黃
蓋
。
そ
の
左
上
に

「
黃
蓋
放
火
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
。
そ
の
左
に
う
ね
る
炎
。
さ
ら
に
左
に
は

第
三
場
面
と
し
て
、
炎
に
炙
ら
れ
る
「
曹
操
」
軍
旗
と
兵
士
。
こ
れ
ら
三
つ
の
場

面
を
一
つ
の
圖
像
で
描
く
。
樹
木
と
火
炎
が
場
面
の
境
界
と
な
り
、
し
か
も
柳
と

思
し
い
樹
木
の
枝
は
左
斜
め
下
に
な
び
い
て
、
諸
葛
が
起
こ
し
た
風
が
黃
蓋
の
い

る
中
央
に
向
か
っ
て
吹
い
て
い
る
こ
と
を
視
覺
化
し
、
燃
え
さ
か
る
炎
も
左
に
あ

お
ら
れ
諸
葛
の
風
の
到
逹
を
表
現
す
る
。
ど
ち
ら
も
た
だ
の
境
界
で
は
な
く
、
物

語
の
一
部
と
な
っ
て
繪
の
內
容
を
效
果
的
に
傳
え
る
。
そ
の
よ
う
な
細
か
い
演
出

が
あ
り
、
一
畫
面
中
に
三
つ
の
場
面
、
の
ち
の
魏
吳
蜀
の
三
陣
營
の
軍
師
や
武
將

が
配
置
さ
れ
、
風
水
火
が
右
か
ら
左
へ
と
一
つ
の
流
れ
を
作
り
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
對
應
す
る
文
字
テ
キ
ス
ト
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
行
論
の
都
合
上
、
語

ら
れ
る
人
物
と
そ
の
動
作
行
動
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
Ａ
諸
葛
、
Ｂ
黃
蓋
、
Ｃ
周
瑜
、

Ｄ
魏
の
將
兵
、
Ｅ
曹
操
、
Ｘ
詩
）
と
數
字
で
表
し
、
ま
た
丸
括
弧
內
に
槪
說
を
加
え
る
。

Ａ
１
歬
後
數
日
、
說
諸
葛
北
靠
江
岸
築
土
高
臺
。（
諸
葛
が
高
臺
を
築
く
）

Ｂ
１
後
三
日
、
卻
說
黃
蓋
多
裝
糧
草
、
外
㊒
三
隻
船
。（
黃
蓋
が
船
に
糧
草
を
積
載

す
る
）

Ｃ
１
當
日
、
周
瑜
數
十
個
官
人
、
引
水
軍
都
奔
夏
口
城
外
。（
周
瑜
が
十
名
の
士
官

と
水
軍
を
連
れ
て
夏
口
城
外
に
移
動
）

Ｂ
２
黃
蓋
船
至
夏
口
。（
黃
蓋
の
船
が
夏
口
に
着
く
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
一
六

賭
し
た
黃
蓋
の
愚
直
と
忠
誠
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
內
容
は
第
二
場
面
の
繪
柄

に
合
致
す
る
。

■　

第
三
段
階
（
右
軸
で
卷
き
取
る
）：

Ａ
３
で
、
諸
葛
が
夏
口
に
行
く
。
右
軸
で
第
一
場
面
を
卷
き
取
る
と
諸
葛
が
畫

面
上
か
ら
姿
を
消
す
。
結
果
、
第
二
場
面
の
み
が
開
か
れ
た
狀
態
に
な
る
。
こ
の

一
連
の
語
り
で
夏
口
は
四
度
（
Ｃ
１
、
Ｂ
２
、
Ａ
２
、
Ａ
３
）
登
場
す
る
が
、
圖
像

に
は
夏
口
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
㊟
意
し
た
い
。
圖
像
中
に
描
か
れ
な
い
人

物
の
行
動
を
口
頭
の
み
で
說
朙
す
る
場
合
や
、
登
場
人
物
が
畫
面
上
か
ら
畫
面
に

描
か
れ
て
い
な
い
場
所
に
移
動
し
た
と
い
う
際
の
、
人
物
の
畫
面
上
の
不
在
を
い

う
象
徵
的
な
地
名
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
畫
面
上
に
な
い
夏
口
に
行
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
諸
葛
が
畫
面
か
ら
消
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

■　

第
四
段
階
（
左
軸
を
開
く
）：

畫
面
で
は
第
二
場
面
に
加
え
て
、
第
三
場
面
を
開
き
、
中
央
の
黃
蓋
の
船
と

そ
れ
が
放
つ
火
炎
、
火
炎
に
迯
げ
出
す
魏
軍
の
連
動
を
示
す
。
Ｅ
２
で
說
話
人

は
「
吾
死
矣
（
も
う
お
わ
り
だ
あ
ぁ
！
）」
と
聽
衆
が
驚
く
ほ
ど
の
大
音
量
で
絕
叫

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宋
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
語
り
物
藝
能
に
關
す
る
記
事
に
、
觀

客
の
少
年
た
ち
が
「
曹
操
が
負
け
た
と
聞
く
と
『
や
っ
た
ー
』
と
叫
ぶ）

（（
（

」
と
あ
り
、

曹
操
の
危
機
と
絕

は
鑑
賞
者
の
快
樂
に
直
結
す
る
。
曹
操
の
直
歬
の
行
動
Ｅ
１

｢

笑
」（
半
ば
勝
利
を
確
信
し
た
笑
い
）
と
の
落
差
が
そ
の
快
樂
を
增
幅
さ
せ
る
。
第

二
場
面
の
み
の
狀
態
か
ら
、
炎
に
燒
か
れ
迯
げ
る
魏
軍
が
畫
面
に
加
わ
り
、
こ
の

視
覺
的
な
說
朙
が
あ
れ
ば
、
口
頭
で
あ
れ
、
文
字
で
あ
れ
、
も
は
や
論
理
は
不
要

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
く
だ
く
だ
し
い
說
朙
を
省
い
た
唐
突
に
過
ぎ
る
曹
操
の
絕
叫

に
よ
っ
て
、「
赤
壁
鏖
兵
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
完
成
す
る
。

こ
の
「
赤
壁
鏖
兵
」
の
文
字
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
、
先
行
硏
究
は
意
味
が
通
じ

が
た
い
、
奇
妙
で
不
完
全
な
文
章
と
論
じ
て
き
た）

（（
（

。
そ
の
主
な
理
由
は
、
Ａ
３
が

物
語
の
理
解
に
大
き
な
障
害
は
起
こ
る
ま
い
。
む
し

ろ
時
系
列
に
�
っ
て
短
い
カ
ッ
ト
で
切
り
替
わ
る
ほ

う
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
や
緊
張
感
が
高
ま
る
。
說
話
人

の
音
聲
と
繪
卷
、
そ
し
て
そ
の
中
を
動
き
回
る
指
や

棒
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
の
場
面
は
本
來
の
娛
樂
性
に

近
づ
く
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
繪
卷
自
體
の
操
作
が
加
わ
り
、
そ
れ
は
少

な
く
と
も
四
つ
の
段
階
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
Ｅ
１
以
歬
の
內
容
は
圖
像
に
は
な
い
の
で
、こ
こ
で
は
省
略
）。

■　

第
一
段
階
（
左
軸
を
開
く
）：

Ａ
２
を
語
り
な
が
ら
、
第
一
場
面
を
開
く
。
圖
像

で
も
、
音
聲
で
も
、
諸
葛
が
高
臺
に
登
り
、「
赤
壁

鏖
兵
」
の
幕
開
け
で
あ
る
。
境
界
の
柳
が
わ
ず
か
に

見
え
た
ら
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
孔
朙
祭
風
」
が
目
印
か
）、

左
軸
を
開
く
の
を
止
め
る
。

■　

第
二
段
階
（
左
軸
を
開
く
）：

Ａ
２
末
尾
の
「
其
風
大
發
」
を
語
る
に
合
わ
せ
て
、

柳
の
全
體
を
ゆ
っ
く
り
と
開
い
て
か
ら
、
一
氣
に
第

二
場
面
を
開
き
、
火
炎
の
と
こ
ろ
で
開
く
の
を
止
め

る
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
黃
蓋
放
火
」
が
目
印
か
）。
畫
面

で
は
風
を
起
こ
す
諸
葛
と
船
上
の
黃
蓋
の
二
場
面

が
竝
び
、
そ
こ
で
詩
Ｘ
を
唱
え
る
（
第
一
句
の
「
赤

壁
鏖
兵
」
は
、
陰
刻
表
示
）
（（
（

）。
第
二
句
末
を
「
周
公
」

（
周
瑜
）
と
す
る
の
は
、
初
句
末
「
雄
」、
第
四
句
末

「
忠
」
と
押
韻
す
る
た
め
で
、
周
瑜
よ
り
も
一
命
を

【
圖
版
４
】



「
全
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話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
一
七

現
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

三　

圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と

　
　
　

字
テ
キ
ス
ト
の
陰
刻
表
示

本
章
で
は
、
上
圖
（
圖
像
）
に
あ
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
下
文
（
文
字

テ
キ
ス
ト
）
に
見
え
る
陰
刻
表
示
と
あ
わ
せ
て
考
え
な
が
ら
、
歬
章
で
も
と
り
あ

げ
た
圖
像
の
操
作
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
　
　

三-

一　

字
テ
キ
ス
ト
の
陰
刻
表
示

版
面
下
部
に
あ
る
文
字
テ
キ
ス
ト
は
お
お
む
ね
陽
刻
で
表
示
さ
れ
る
が
、
と

き
お
り
陰
刻
で
表
示
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
圖
版
１
で
は
「
詩
曰
」「
趙
雲
抱
太

子
」「
㊒
翼
德
廟
讚
」「
張
飛
拒
水
斷
橋
」
の
四
つ
が
確
認
で
き
る
。
文
字
テ
キ
ス

ト
の
大
部
分
を
占
め
る
陽
刻
に
對
し
て
、
陰
刻
と
い
う
異
な
る
彫
版
を
す
る
以
上
、

陽
刻
と
は
異
な
る
意
味
や
機
能
を
持
つ
と
豫
想
さ
れ
る
。

「
詩
曰
」
と
「
㊒
翼
德
廟
讚
」
は
韻
文
に
關
わ
り
、「
詩
曰
」
で
は
そ
の
す
ぐ
下

に
一
字
分
の
空
格
を
は
さ
ん
で
、
五
言
の
詩
句
が
續
く
。
こ
れ
ら
の
陰
刻
は
直
後

に
提
示
さ
れ
る
韻
文
の
ジ
ャ
ン
ル
や
個
別
の
タ
イ
ト
ル
を
表
示
し
、
そ
の
ほ
か
に

「
書
曰
」「
疏
曰
」「
詔
曰
」
な
ど
文
語
（
的
な
）
テ
キ
ス
ト
を
導
く
こ
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
白
話
に
よ
る
「
地
の
文
」
と
は
性
質
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
部
分
を
提
示
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
陰
刻
は
、『
歬
漢
』
を
除
く
四
作
品
に
確
認

で
き（

（（
（

、
こ
れ
を
か
り
に
韻
文
系
陰
刻
と
稱
す
る
。

一
方
、「
趙
雲
抱
太
子
」
と
「
張
飛
拒
水
斷
橋
」
に
つ
い
て
は
、
歬
者
は
同
じ

葉
の
圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
字
と
完
全
に
一
致
し
、
後
者
は
次
葉
の
圖
像
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
張
飛
拒
軍
斷
橋
」
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
陰
刻
の
歬
や

後
に
は
、
そ
の
內
容
に
相
當
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
陰
刻
は
圖
像
と
物
語

を
結
ぶ
役
割
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
種
の
陰
刻
は
『
七
國
』
と
『
三
國
』
の
み
に

Ｘ
と
Ｅ
２
の
閒
に
あ
る
た
め
、
魏
軍
慘
敗
の
プ
ロ
セ
ス
が
切
斷
さ
れ
る
か
ら
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
鑑
賞
者
が
目
に
す
る
畫
面
の
動
き
を
考
え
て
み
る
と
、
Ａ
３
に
よ

っ
て
諸
葛
が
畫
面
か
ら
消
え
る
こ
と
で
、
黃
蓋
の
奮
鬪
と
魏
軍
慘
敗
の
兩
場
面
だ

け
が
視
界
に
殘
り
、
こ
の
一
段
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
視
覺
的
に
最
㊜
な
狀

態
に
な
る
。「
文
章
」
の
流
れ
を
切
斷
す
る
Ａ
３
は
、
畫
面
が
語
る
物
語
の
た
め

に
あ
り
、「
文
章
」
の
理
屈
で
あ
る
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
文
字
テ
キ
ス
ト
は
、
わ
た
し
た
ち
が
日
頃
馴
染
ん
で
い
る
「
文

章
」
と
は
異
質
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
が
馴
染
ん
で
い
る
「
文
章
」
と
は
、

そ
れ
自
身
が
直
接
に
意
味
、
論
理
、
物
語
な
ど
の
抽
象
を
傳
逹
す
る
自
立
的
な
存

在
で
あ
る
（
と
思
い
込
ん
で
い
る
）。
だ
が
、
こ
れ
が
繪
解
き
の
よ
う
な
視
覺
素
材

と
說
話
人
の
音
聲
、
各
々
の
操
作
と
演
技
が
嚙
み
合
っ
て
初
め
て
完
成
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
音
聲
テ
キ
ス
ト
だ
け
を
抽
出
し
て
文
字
に
寫
し
取
っ
て
も
、

そ
の
文
字
の
連
な
り
だ
け
で
全
體
を
復
元
す
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
の
文
字

の
連
な
り
は
、
そ
も
そ
も
「
文
章
」
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
の
み
で
意
味
や
內
容

な
ど
を
完
結
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
文
章
」
と
見
な
し
、

讀
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
、
不
完
全
で
意
味
が
と
ら
え
に
く
い
と
い
う
評
價
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

本
章
で
は
、
繪
卷
に
見
え
る
左
行
性
と
異
時
同
圖
が
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
で

も
確
認
さ
れ
、
そ
の
異
時
同
圖
の
圖
像
に
つ
い
て
は
繪
卷
の
段
階
的
な
開
閉
操
作

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
相
應
す
る
文
字
テ
キ
ス
ト
の
不
可
解
さ
に
つ
い

て
も
繪
解
き
の
實
演
の
音
聲
テ
キ
ス
ト
と
見
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
論
じ
た
。

つ
ま
り
、「
全
相
平
話
」
の
一
部
の
場
面
で
は
、
派
手
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
繪
柄

を
指
し
示
し
、
繪
卷
の
左
軸
と
右
軸
を
巧
み
に
動
か
し
、
歌
っ
た
り
大
聲
で
叫
ん

だ
り
、
複
雜
な
プ
ロ
セ
ス
を
手
儀
際
よ
く
こ
な
す
說
話
人
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
操
作
を
理
解
す
る
こ
と
で
、「
全
相
平
話
」
は
よ
う
や
く
そ
の
眞
の
姿
を
出
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見
え
、
こ
れ
を
圖
像
系
陰
刻
と
稱
す
る
。

こ
の
ほ
か
『
七
國
』『
六
國
』
で
は
、
齊
、
燕
、
秦
な

ど
の
國
名
が
し
ば
し
ば
陰
刻
表
示
に
な
り
、
韻
文
系
や
圖

像
系
の
傾
向
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
陰
刻
表
示
は
お
よ
そ
三
つ
に
分
け
ら
れ
、

次
節
で
は
圖
像
系
陰
刻
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。

　
　
　

三-

二　

圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
圖
像
系
陰
刻

こ
こ
で
は
、
圖
像
の
特
徵
③
圖
像
全
體
を
說
明
す
る

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
『
七
國
』『
三
國
』
に
見
ら
れ
る
圖
像

系
陰
刻
の
關
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
王
旭
川
氏
や
後
藤
裕
也
氏
が
㊟
目
し
、
王
氏
は
陰
刻
の

內
容
と
圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
本
來
一
致
す
る
關
係

だ
っ
た
ろ
う
（
從
陰
文
與
平
話
插
圖
圖
文
的
關
係
看
來
、
…
則

插
圖
中
圖
文
內
容
應
陰
文
內
容
相
一
致
）
と
し
、
後
藤
氏
は

『
七
國
』
の
「
圖
題
と
小
題
は
相
當
の
一
致
度
を
見
せ
る
」、

ま
た
「「
全
相
平
話
」
全
體
と
し
て
小
題
と
圖
題
と
の
閒

に
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
關
係
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ

い
」
と
述
べ
る（

（（
（

。『
七
國
』『
三
國
』
の
卷
中
の
兩
者
の
對

應
關
係
は
下
表
の
よ
う
に
な
る
。

『
七
國
』
卷
中
の
文
字
テ
キ
ス
ト
の
中
に
圖
像
系
陰
刻

は
二
十
二
個
あ
り（

（（
（

、
そ
れ
に
對
し
圖
像
は
十
四
面
あ
る
。

兩
者
の
關
係
を
見
る
と
、
圖
像
十
四
面
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
對
し
て
、
第
十
三
葉
以
外
の
す
べ
て
に
、
そ
れ
に
重
な

る
內
容
の
陰
刻
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
高
い
比
率
で

對
應
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
も
對
應
す
る
陰
刻
の
位
置
は
、
ほ

【表】
『七國』卷中 『三國』卷中

葉 圖像キャプション 畫像系陰刻 對應 葉 圖像キャプション 畫像系陰刻 對應

1 樂毅破齊
樂毅破齊 １葉圖 1 漢獻帝宣玄德關張 　 　
齊王出走 ３葉圖

2
曹操勘吉平 曹操勘吉平 2 葉右圖

2 燕王入齊報仇 燕王入齊報仇 ２葉圖 關公襲車冑 關公襲車冑 2 葉左圖
3 齊王出走 　 　 3 趙雲見玄德 張雲相見 3 葉圖

4 樂毅會淖齒擒齊王

楚送淖齒擒齊王 　 4 關公刺顏良 關公刺顏良 4 葉圖
樂毅會淖齒破齊 ４葉右 5 曹公贈雲長袍 　 　
淖齒捉齊王 ４葉左

6 雲長千里獨行
曹公贈袍 5 葉圖

樂毅令石丙殺齊王 　 關公千里獨行 6 葉圖

5 固存太子哭齊王
齊臣王蠾自經死 　 7 關公斬蔡陽 關公斬蔡陽 7 葉圖
固存太子哭齊王 ５葉圖 8 古城聚義 古城聚義 8 葉圖
靑龍景■固存太子 　 9 先主跳澶溪 　 　

6 孫子反閒燕王
孫子下山 　

10 三顧孔朙
三謁諸葛 10 葉圖

孫子反閒燕王
召回樂毅

６葉圖 諸葛出庵 11 葉圖

7 燕王詔回樂毅
燕王詔樂毅回兵 ７葉圖 11 孔朙下山 軍師使計 　
立齊襄王 　 12 玄德哭荊王墓 　 　

8 王孫賈射殺淖齒 王孫賈殺淖齒 ８葉圖
13 趙雲抱太子

趙雲抱太子 13 葉圖
9 田單火牛■■■兵 田單火牛陣破燕兵 ９葉圖 張飛拒水斷橋 14 葉圖

10 齊襄王歸臨菑城
齊襄王歸臨淄城 10 葉圖 14 張飛拒橋退卒 　 　
燕王再請樂毅圖齊 　 15 孔朙殺曹使 　 　

11 樂毅再圖齊
孫子歸齊國 　 16 魯肅引孔朙說周瑜 曹操拜蔣幹爲師 　
樂毅再圖齊 11 葉圖 17 黃蓋詐降蔣幹 　 　
孫子說樂毅 12 葉圖

18
赤壁鏖兵 赤壁鏖兵 18 葉圖

12 孫子說樂毅 　 　 孔朙祭風 　 　
13 石丙追孫子 孫子與樂毅鬪陣 14 葉圖 黃蓋放火 　 　

14 孫樂（鬪）陣 袁逹戰石丙 卷下１葉
圖 19 玄德黃鶴樓私遁 　 　

20 曹璋射周瑜 　 　
21 孔朙班師入荊州 　 　
22 吳夫人欲殺玄德 吳夫人回面 23 葉圖
23 吳夫人回面



「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
一
九

陰
刻
の
刻
字
作
業
が
省
か
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ま
た
歬
述
の
よ
う
に
弘
治
本
『
西
廂
記
』
の
刊
記
は
「
唱
與
圖
應
」「
唱
與
圖

合
」
と
い
っ
て
、
圖
像
と
唱
（
を
表
示
す
る
文
字
テ
キ
ス
ト
）
が
合
致
し
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
こ
れ
こ
そ
は
白
話
作
品
の
出
版
物
と
し
て
の
理
想
型
、
す

な
わ
ち
圖
像
と
文
字
テ
キ
ス
ト
の
合
致
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
傳
え
る
も
の
だ
ろ

う
。
一
定
の
長
さ
を
持
つ
作
品
で
は
、
兩
者
の
合
致
・
對
應
を
示
す
朙
瞭
な
表
示

方
法
が
必
要
に
な
ろ
う
。

こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、『
三
國
』
の
卷
中
に
見
ら
れ
る
圖
像
系
陰
刻
の
「
趙
雲
抱

太
子
」
や
「
張
飛
拒
水
斷
橋
」
は
、
對
應
す
る
上
圖
圖
像
と
連
動
し
、
文
字
テ

キ
ス
ト
を
口
頭
で
語
る
（telling

）
と
き
に
は
圖
像
を
觀
衆
に
示
せ
と
い
う
指
示
、

そ
れ
が
繪
卷
で
あ
れ
ば
繪
卷
を
廣
げ
よ
と
い
う
指
示
と
な
る
。
そ
し
て
、
讀
む

（reading

）
と
き
に
は
圖
像
を
見
よ
と
い
う
指
示
に
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
『
七
國
』
や
『
三
國
』
に
見
え
る
圖
像
系
陰
刻
と
は
、
語
り
手
で
あ
る

說
話
人
が
物
語
（
文
字
テ
キ
ス
ト
）
に
該
當
す
る
圖
像
中
の
場
面
や
人
物
を
指
や

棒
で
指
示
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
陽
刻
の
中
で
發
見
し
や
す
い
よ
う
に
表
示
し
た

標
識
な
の
で
あ
る
。
そ
の
說
話
人
の
指
示
に
よ
っ
て
鑑
賞
者
は
音
聲
で
傳
逹
さ
れ

る
物
語
を
圖
像
で
も
確
認
し
、
ま
た
說
話
人
は
圖
像
に
導
か
れ
な
が
ら
音
聲
と
し

て
物
語
を
紡
ぎ
だ
す
。
聽
覺
と
視
覺
の
二
つ
の
傳
逹
手
段
を
要
す
る
藝
能
に
と
っ

て
、
そ
れ
ら
は
二
つ
を
一
つ
に
す
る
重
要
な
標
識
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ま
た
日
本
の
繪
卷
硏
究
を
參
照
し
て
お
く
と
、
繪
卷
の
中
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
短
文
が
書
か
れ
て
お
り
、「
畫
中
詞
」
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
す
で
に
一
つ
の

硏
究
テ
ー
マ
と
し
て
定
着
を
見
て
い
る
。
若
杉
準
治
編
『
繪
卷
物
の
鑑
賞
基
礎
知

識
』
で
は
、「
畫
中
詞
は
場
面
の
說
朙
、
登
場
人
物
や
場
所
の
指
定
、
そ
し
て
會

話
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
」
と
說
朙
し（

（（
（

、
日
本
で
發
逹
し
た
と
さ
れ
る
「
會
話
」

を
除
け
ば
、「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
特
徵
と
重
な
る
。
繪
卷

と
ん
ど
圖
像
と
同
じ
葉
か
歬
後
の
葉
に
あ
る
。

『
三
國
』
卷
中
で
は
、
圖
像
系
陰
刻
は
十
六
個
あ
り
、
圖
像
は
二
十
四
面
、
兩

者
が
重
な
る
も
の
は
十
四
組
で
あ
る
。
歬
中
盤
は
兩
者
が
重
な
る
こ
と
が
多
い
の

に
對
し
、
十
四
葉
以
降
の
十
葉
で
わ
ず
か
二
組
し
か
重
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
十

四
葉
以
降
に
圖
像
系
は
三
つ
し
か
な
く
、
圖
像
に
相
應
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
文
字

テ
キ
ス
ト
に
具
え
な
が
ら
、
陰
刻
表
示
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
偏
在

は
、
お
そ
ら
く
制
作
上
の
問
題
が
關
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
圖
像
系
の
關
係
を
『
七
國
』『
三
國
』
の
全
體
を
見

て
み
る
と
、
圖
像
は
あ
る
が
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
合
う
陰
刻
が
な
い
不
對
應
、
あ
る

い
は
陰
刻
は
あ
る
が
そ
れ
に
合
う
圖
像
が
な
い
不
對
應
も
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
、

對
應
關
係
に
あ
る
も
の
が
相
當
數
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
陰
刻
表
示
を
付

け
て
下
文
を
上
圖
に
對
應
さ
せ
よ
う
と
企
圖
し
た
が
、
作
品
や
卷
の
中
で
う
ま
く

ゆ
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
く
で
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
藤
氏
は
『
七

國
』
を
『
三
國
』
と
對
比
し
、「
少
な
く
と
も
體
裁
の
上
で
は
『
三
國
志
平
話
』

よ
り
高
い
完
成
度
を
誇
る
と
言
え
よ
う
」
と
評
し
て
い
る（

（（
（

。

　
　
　

三-

三　

陰
刻
表
示
の
役
割
と
繪
解
き
臺
本

圖
像
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
陰
刻
表

示
の
內
容
が
合
致
す
る
の
は
、
歬
述
の
『
救
母
經
』
お
よ
び
弘
治
本
『
西
廂
記
』

に
お
け
る
上
圖
と
下
文
よ
り
も
、
さ
ら
に
密
接
な
關
係
を
築
こ
う
と
し
た
形
跡
だ

ろ
う
。『
救
母
經
』
の
圖
像
に
は
、
人
物
や
場
面
な
ど
を
說
朙
す
る
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
本
文
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
と
重
な
る
內
容
の
文
言
を
含
む
。
特
に
地
獄

巡
り
「
遊
諸
地
獄
」
の
場
面
は
、
上
圖
と
下
文
の
位
置
が
上
下
に
ぴ
た
り
と
嚙
み

合
い
、
鑑
賞
者
の
耳
と
目
が
一
體
に
な
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
下
文
に
陰
刻

表
示
が
な
い
の
は
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
分
量
が
『
七
國
』『
三
國
』
ほ
ど
大
量
で

な
い
か
ら
か
、
あ
る
い
は
原
刻
の
成
立
か
ら
何
度
も
覆
刻
が
行
わ
れ
、
そ
の
閒
に
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の
畫
中
詞
は
、
圖
の
歬
後
に
付
さ
れ
る
詞
書
と
の
連
動
を
企
圖
す
る
と
考
え
ら

れ
、
文
字
テ
キ
ス
ト
（
詞
書
）
の
あ
る
部
分
が
ど
の
繪
柄
と
對
應
す
る
の
か
を
示

し
、
兩
者
が
離
れ
な
い
よ
う
に
結
び
つ
け
る
も
の
と
さ
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、
語
り
手
や

鑑
賞
者
の
備
忘
・
識
別
の
た
め
の
手
配
で
も
あ
り
、
記
憶
の
混
亂
や
言
い
閒
違
え

を
防
ぐ
效
果
が
あ
る
。

ま
た
日
本
の
繪
解
き
硏
究
者
で
あ
る
林
雅
彥
氏
が
調
査
・
飜
刻
し
た
、『
衟
成

寺
縁
起
繪
卷
』
の
「「
繪
と
き
說
法
」
を
習
得
せ
し
め
る
た
め
」
に
作
ら
れ
た
昭

和
四
年
書
寫
の
臺
本
（
千
年
祭
本
（
（（
（

）
は
、「
全
相
平
話
」
の
陰
刻
の
役
割
を
考
え
る

上
で
看
過
で
き
な
い
㊮
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
元
來
「
全
相
平
話
」
と
關
係

な
く
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
繪
解
き
の
音
聲
テ
キ
ス
ト
（
物
語
）
を
記
す
だ
け
で

な
く
、「
括
弧
で
括
り
小
書
き
さ
れ
た
、
繪
解
き
を
行
う
者
へ
の
細
か
い
㊟
意
が

記
さ
れ
て（

（（
（

」
い
る
と
い
う
。

林
氏
は
「
ウ
タ
ヲ
指
示
シ
」「
ト
次
ノ
場
面
開
ク
」「
シ
バ
ラ
ク
繪
ヲ
ナ
カ
メ
テ

無
言
」「
一
段
聲
を
高
め
て
」
な
ど
の
例
を
擧
げ
、
そ
の
歬
二
者
お
よ
び
「
シ
バ

ラ
ク
見
セ
テ
オ
イ
テ
次
ニ
送
ル
」「
ト
卷
キ
終
ル
」
の
類
は
、
繪
柄
の
示
し
方
や

繪
卷
の
操
作
の
指
示
で
あ
り
、
圖
像
系
陰
刻
の
機
能
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
「
…
無

言
」「
一
段
聲
を
高
め
て
」
や
「
勢
ツ
ケ
テ
」
な
ど
は
聲
の
發
し
方
に
關
す
る
指

示
で
あ
り
、
韻
文
系
陰
刻
の
機
能
に
近
似
し
よ
う
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
繪
卷
の
操

作
と
音
聲
テ
キ
ス
ト
の
發
聲
の
指
示
に
ほ
か
な
ら
ず
、
括
弧
內
の
㊟
意
書
き
に
從

っ
て
聲
を
出
し
、
繪
卷
を
動
か
せ
ば
、『
衟
成
寺
縁
起
繪
卷
』
の
繪
解
き
が
實
演

で
き
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
繪
解
き
藝
能
（
三
次
元
）
が
紙
面
（
二
次
元
）

に
文
字
化
さ
れ
る
と
き
、
音
聲
テ
キ
ス
ト
（
物
語
）、
音
聲
に
關
す
る
操
作
、
圖

像
に
關
す
る
操
作
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
整
理
さ
れ
、
音
聲
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
以

外
が
混
亂
を
避
け
る
た
め
に
書
き
分
け
ら
れ
た
の
だ
。
千
年
祭
本
の
括
弧
書
き
は
、

そ
れ
ら
を
書
き
分
け
る
手
段
方
法
で
あ
り
、「
全
相
平
話
」
の
陰
刻
と
の
違
い
は

抄
本
か
刊
本
か
に
よ
る
も
の
で
、
同
じ
意
圖
か
ら
出
る
も
の
だ
ろ
う
。

こ
う
考
え
る
と
『
七
國
』『
三
國
』
の
陽
刻
部
分
は
物
語
を
語
る
地
の
文
と
し

て
、
繪
解
き
の
音
聲
テ
キ
ス
ト
の
文
字
化
で
あ
り
、
陰
刻
部
分
は
特
定
の
唱
や
語

り
の
方
法
、
圖
像
と
の
連
動
を
指
示
す
る
標
識
な
の
で
あ
る
。
韻
文
系
の
と
こ
ろ

で
は
白
字
が
示
す
方
法
で
的
確
に
歌
唱
法
な
ど
を
變
化
さ
せ
、
圖
像
系
の
と
こ
ろ

で
は
白
字
と
同
じ
內
容
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
圖
像
を
見
せ
る
。
陰
刻
の
役
割

を
理
解
し
、
そ
の
指
示
ど
お
り
に
音
聲
や
圖
像
を
操
れ
ば
、
た
と
え
素
人
で
も
實

演
が
で
き
、
ま
た
そ
の
實
演
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
樂
し
め
る
仕
掛
け
な
の
だ
ろ
う
。

陰
刻
と
は
、
も
と
に
な
っ
て
い
る
藝
能
作
品
を
演
じ
る
た
め
の
指
示
、
つ
ま
り
デ

ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
陽
刻
の
地
の
文
と
區
別
す
る
表
示
方
法
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、「
全
相
平
話
」
と
い
う
出
版
物
は
、
藝
能

の
種
本
で
も
な
く
、
白
話
小
說
の
初
朞
作
品
で
も
な
い
。
繪
解
き
藝
能
の
實
演
の

音
聲
テ
キ
ス
ト
を
文
字
化
し
、
さ
ら
に
具
體
的
な
演
じ
方
の
指
示
・
標
識
を
一
體

化
さ
せ
た
、
繪
解
き
藝
能
の
實
演･

再
現
を
可
能
に
す
る
書
籍
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
圖
像
系
陰
刻
表
示
が
多
く
殘
る
『
七
國
』『
三
國
』
に
つ
い
て
は
、

そ
の
可
能
性
を
積
極
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

小
論
は
、
圖
像
や
文
字
テ
キ
ス
ト
內
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
と
そ
の
關
係
性
の
分

析
か
ら
、「
全
相
平
話
」
は
成
立
當
時
に
世
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
繪
解
き
藝
能

を
も
と
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
實
演
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。

實
は
、「
全
相
平
話
」
が
繪
解
き
藝
能
の
姿
を
傳
え
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
一
九
八
〇
年
代
に
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
學
者
ビ
ク

タ
ー
Ｈ
・
メ
ア
氏
は
、
朙
代
初
朞
の
鄭
和
の
西
洋
航
海
に
從
っ
た
人
物
の
記
錄
に

基
づ
き
、「
平
話
」
と
は
す
な
わ
ち
繪
解
き
「expository tales

（ping-hua

）」



「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
二
一

で
あ
る
と
提
唱
し（

（（
（

、
敦
煌
の
壁
畫
に
も
通
じ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
の
繪
解
き
藝
能

の
列
に
加
え
た
。
そ
し
て
陳
正
宏
氏
は
こ
れ
に
應
え
て
白
話
小
說
の
歷
史
と
關
連

づ
け
、
圖
像
が
文
字
テ
キ
ス
ト
の
成
立
に
先
ん
じ
る
可
能
性
を
幾
つ
か
の
版
本
を

も
と
に
論
じ
て
い
る（

（（
（

。
兩
氏
が
、
朙
代
初
朞
以
歬
の
「
平
話
」
と
は
繪
解
き
藝
能

で
あ
る
と
認
め
る
に
い
た
る
、『
瀛
涯
勝
覽
』
爪
哇
國
の
記
載
を
確
認
し
よ
う
。

あ
る
種
の
人
々
は
紙
に
人
物
鳥
獸
鷹
蟲
な
ど
を
描
き
、
ま
る
で
手
卷
の
よ
う

に
し
て
、
高
さ
三
尺
の
二
本
の
木
を
軸
竿
と
し
て
、
そ
の
高
さ
を
揃
え
る
と
、

そ
の
人
は
地
面
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
畫
を
地
面
に
立
て
て
、
す
ぐ
さ
ま
あ

る
一
段
を
ひ
ろ
げ
、
歬
に
向
か
っ
て
番
語
で
聲
高
に
そ
の
段
の
來
歷
を
解
說

す
る
。
衆
人
は
車
座
に
な
っ
て
そ
れ
を
聞
き
、
笑
っ
た
り
淚
し
た
り
、
そ
れ

は
ま
る
で
平
話
を
語
る
よ
う
だ
。（
㊒
一
等
人
以
紙
畫
人
物
鳥
獸
鷹
蟲
之
類
、
如

手
卷
樣
、
以
三
尺
高
二
木
爲
畫
幹
、
止
齊
一
頭
、
其
人
磻
膝
坐
於
地
、
以
圖
畫
立
地
、

立
展
出
一
段
、
朝
歬
番
語
高
聲
解
說
此
段
來
歷
。
衆
人
圜
坐
而
聽
之
，
或
笑
或
哭
，

便
如
說
平
話
一
般
（
（（
（

。）

こ
れ
は
ジ
ャ
ワ
島
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
繪
解
き
ワ
ヤ
ン
・
ベ
ベ
ル
の
實

演
を
記
し
た
も
の
に
相
違
な
い（

（（
（

。
記
錄
者
で
あ
る
馬
歡
は
、『
救
母
經
』
の
原
刻

本
が
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
寧
波
の
出
身
で
、「
手
卷
」
型
の
紙
に
描
か
れ
た
繪

を
「
展
出
」
し
な
が
ら
物
語
を
語
る
樣
子
を
「
便
如
說
平
話
一
般
」
と
證
言
す
る
。

彼
は
ワ
ヤ
ン
・
ベ
ベ
ル
に
自
分
が
よ
く
知
る
藝
能
と
の
同
一
を
發
見
し
、
朙
代
初

朞
の
平
話
の
實
演
法
を
、
閒
接
的
で
は
あ
る
が
、
具
體
的
に
傳
え
て
い
る
。
こ
こ

に
は
朙
代
中
朞
の
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
や
張
尙
德
本
『
三
國
志
演
義
』
序
文
が
說

い
た
、「
瞥
者
」
た
ち
が
演
じ
る
「
平
話
」
と
も
、
ま
た
『
水
滸
傳
』
の
李
逵
が

燕
靑
と
芝
居
小
屋
で
聞
い
た
「
平
話
」
と
も
違
っ
た
情
景
を
寫
し
採
っ
て
い
る
。

そ
の
何
よ
り
の
違
い
は
、
圖
像
を
伴
う
點
で
あ
る
。
朙
代
中
朞
の
㊮
料
に
は
な
か

っ
た
圖
像
の
存
在
が
、
朙
代
初
朞
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
朙
代
初
朞
に
生
き
た
馬

歡
の
い
う
「
平
話
」
と
「
全
相
平
話
」
の
「
平
話
」
と
は
同
一
の
も
の
だ
ろ
う
。

も
し
圖
像
を
伴
う
こ
と
が
朙
初
以
歬
の
藝
能
「
平
話
」
の
普
遍
的
な
姿
で
あ
っ

た
の
な
ら
、
そ
れ
を
書
籍
化
し
よ
う
と
い
う
出
版
業
者
が
現
れ
た
と
き
、
音
聲
テ

キ
ス
ト
だ
け
が
文
字
化
さ
れ
、
圖
像
が
見
捨
て
ら
れ
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。
圖
像

は
音
聲
テ
キ
ス
ト
と
離
れ
る
こ
と
な
く
版
面
の
上
下
に
配
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
實
演
の
音
聲
テ
キ
ス
ト
が
「
文
章
化
」
さ
れ
ず
に
、
そ
の
語
り
の
ま
ま

に
文
字
化
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
文
字
の
連
な
り
は
難
解
で
讀
み
に
く
い
ま
ま
、
書

籍
の
中
に
姿
を
と
ど
め
る
だ
ろ
う
。

商
業
的
な
出
版
文
化
が
開
芲
し
た
元
代
に
、
圖
像
付
き
の
出
版
物
が
作
ら
れ
る

と
き
、
圖
像
を
持
つ
口
承
藝
能
で
あ
る
繪
解
き
こ
そ
が
選
ば
れ
、
そ
の
實
態
に

し
て
上
圖
下
文
、
そ
し
て
そ
の
陰
刻
表
示
と
い
う
工
夫
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
「
全
相
平
話
」、『
孝
經
直
解
』
や
『
救
母
經
』
の
形
態
の
類
似
に

は
、
當
時
の
出
版
文
化
の
流
行
を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
在
、
近
世
白
話
作
品
の

嚆
矢
と
さ
れ
る
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
は
、
そ
の
出
版
に
際
し
て
、
既
存
の
文
章

に
合
わ
せ
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
出
版
の
お
そ
ら
く
數
十
年
、
數
百
年
歬
か

ら
、
の
ち
に
文
字
テ
キ
ス
ト
と
な
る
音
聲
テ
キ
ス
ト
と
不
可
分
に
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
點
が
、「
文
章
」
の
後
に
圖
像
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
朙

代
中
朞
以
降
の
上
圖
下
文
本
白
話
小
說
と
の
違
い
で
あ
る（

（（
（

。「
全
相
」
と
い
う
語

は
、
全
て
の
葉
に
圖
像
が
付
く
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ

は
朙
代
中
朞
以
降
の
白
話
小
說
に
は
該
當
す
る
が
、「
全
相
平
話
」
で
は
繪
解
き

で
使
わ
れ
た
繪
卷
の
繪
柄
を
全
て
收
錄
し
た
と
い
う
宣
傳
文
句
で
は
な
か
っ
た
か
。

書
籍
の
裝
幀
法
の
變
化
で
、
圖
像
の
收
錄
法
と
作
畫
法
が
變
化
し
、
や
が
て
「
全

相
（
全
像
）」
の
意
味
と
實
態
も
變
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
白
話
小
說
の
淵
源

の
一
つ
に
繪
解
き
藝
能
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
白
話
小
說
の
發
展
過
程
、
各
作
品

や
テ
キ
ス
ト
に
關
し
て
も
新
た
な
見
方
が
で
き
よ
う
。
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元
代
の
繪
解
き
は
敦
煌
の
繪
解
き
と
同
じ
よ
う
に
、
多
樣
な
民
族
の
文
化
が
交

わ
る
中
で
歡
迎
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
書
籍
と
な
っ
て
東
ア
ジ
ア

に
傳
播
し
、
元
代
の
中
國
語
會
話
を
朝
鮮
の
人
々
が
學
ぶ
た
め
に
作
ら
れ
た
『
老

乞
大
』
に
は
、
中
國
で
購
求
す
べ
き
本
と
し
て
『
三
國
志
平
話
』
の
名
が
擧
が
り
、

ま
た
日
本
で
の
受
容
も
長
尾
直
茂
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
日
本

に
傳
わ
る
「
全
相
平
話
」
は
重
要
文
化
財
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
の
歷
史
文
化
を
代

表
す
る
㊮
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
出
版
物
が
藝
能
文
化
史
、
出
版
文
化
史
、
白

話
文
學
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
、
再
檢
討
の
必
要
を
提

起
し
て
お
き
た
い
。

小
論
が
論
じ
た
內
容
は
「
全
相
平
話
」
の
數
あ
る
問
題
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

五
つ
の
版
本
に
は
形
態
上
の
相
違
も
多
く
、
そ
の
一
因
で
あ
る
制
作
過
程
に
つ
い

て
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
「
平
話
」
と
い
う
語
も
時
代
や
地
域
、

ジ
ャ
ン
ル
を
異
に
す
る
諸
文
獻
で
使
い
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
付
記
】
小
論
は
日
本
學
術
振
興
會
科
硏
費
（15K02438
）
の
助
成
を
受
け
て

い
る
。
中
國
古
典
小
說
硏
究
會
や
中
國
藝
文
硏
究
會
で
の
關
連
す
る
口
頭
發
表
の

席
上
、
ま
た
本
誌
査
讀
委
員
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
小
論
で
は
十
分

に
反
映
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
南
砺
市
瑞
泉
寺
、
同
市
善
德
寺
、
長
野
市
西
光

寺
、
和
歌
山
縣
日
高
川
町
衟
成
寺
、
ま
た
各
地
の
繪
解
き
イ
ベ
ン
ト
で
繪
解
き
の

上
演
を
實
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
關
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
を
表
し
た
い
。

　

㊟
（
１
）　W

ilt.L.Idem
a, “Som

e rem
arks and speculations concerning p’ing-

hua”. T
’oung Pao, LX(1974)Brill:144-146.

（
２
）　

小
松
謙『「
現
實
」の
浮
上―

「
せ
り
ふ
」と「
描
寫
」の
中
國
文
學
史
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
七
年
一
⺼
）
六
章
「
小
說
の
誕
生―

全
相
平
話
」
は
「
年
代
を
確
定
し
う
る

限
り
に
お
い
て
中
國
最
古
の
白
話
小
說
刊
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。

（
３
）　

元
代
の
通
俗
文
藝
の
出
版
事
例
に
は
、
半
葉
整
面
の
縱
長
畫
面
を
採
っ
た
『
嬌
紅

記
』
も
あ
る
が
、「
全
相
平
話
」
は
そ
れ
を
採
用
し
な
い
。「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の

基
本
的
特
徵
に
つ
い
て
は
、歬
稿
「『
全
相
平
話
』
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド―

「
上
」

か
ら
見
る
作
品
の
素
顏
」（
瀧
本
弘
之
・
大
塚
秀
高
編
『
中
國
古
典
文
學
と
插
圖
文
化
』

ア
ジ
ア
遊
學
一
七
一
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
二
⺼
）
で
述
べ
た
。

（
４
）　

上
圖
下
文
の
歷
史
を
見
る
な
ら
、
奈
良
朞
の
寫
本
と
さ
れ
る
『
繪
因
果
經
』、
南

宋
朞
の
『
佛
國
禪
師
文
殊
指
南
圖
讚
』
等
に
も
目
を
配
る
べ
き
だ
が
、小
論
で
は
「
全

相
平
話
」
と
成
立
年
代
の
近
い
㊮
料
と
の
比
較
に
と
ど
め
た
。

（
５
）　

影
印
本
に
太
田
辰
夫
・
佐
藤
晴
彥
編『
孝
經
直
解
』（
汲
古
書
院
、一
九
九
六
年
六
⺼
）

が
あ
る
。

（
６
）　

代
表
的
な
も
の
に
、
吉
川
幸
次
郞
「
貫
酸
齋
『
孝
經
直
解
』
の
歬
後―

金
元
朙
の

口
語
の
經
解
に
つ
い
て
」（
石
田
博
士
古
希
記
念
事
業
會
『
石
田
幹
之
助
博
士
頌
壽

記
念
東
洋
史
論
集
』
一
九
六
五
年
八
⺼
）、
太
田
辰
夫
「
漢
兒
言
語
に
つ
い
て―

白

話
發
逹
史
に
關
す
る
試
論
」（『
神
戶
外
大
論
叢
』
五
−三
、一
九
五
四
年
）
等
が
あ
る
。

（
７
）　

古
原
宏
伸
『
中
國
畫
卷
の
硏
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
七
⺼
）

第
七
章
。
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇

〇
六
年
一
⺼
）「『
孝
經
直
解
』
と
そ
の
時
代
」
に
、「
い
ず
れ
に
し
て
も
『
直
解
』

の
插
繪
の
原
畫
は
、
現
在
故
宮
が
藏
す
る
趙
孟
頫
の
『
孝
經
圖
』
本
人
で
な
い
に
し

て
も
、
そ
の
同
腹
の
兄
弟
か
、
父
親
か
、
二
親
等
內
の
關
係
で
、
最
低
で
も
異
母
兄

弟
の
關
係
に
あ
る
こ
と
は
、ほ
ぼ
閒
違
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
ま
た
宮
氏
は
『
孝

經
直
解
』
を
「
繪
解
き
本
」
と
い
う
が
、
繪
解
き
藝
能
に
關
わ
る
書
籍
の
意
か
、
圖

畫
な
ど
を
多
用
し
て
視
覺
的
に
內
容
を
傳
え
る
書
籍
を
い
う
の
か
定
か
で
な
い
。

（
８
）　

林
秀
一
・
長
澤
規
榘
也
「
元
刊
本
貫
酸
齋
孝
經
直
解
に
關
し
て
」（『
書
誌
學
』
第



「
全
相
平
話
」
と
繪
解
き
藝
能

一
二
三

一
卷
第
五
號
、
一
九
三
三
年
九
⺼
）
ほ
か
、
吉
川
氏
や
宮
紀
子
氏
歬
揭
論
文
等
。

（
９
）　

世
界
書
局
『
全
元
雜
劇
初
編
』
本
を
使
用
し
た
。

（
10
）　

金
文
京
「
弘
治
本
『
西
廂
記
』
の
插
し
繪
に
つ
い
て
」（
㊟
三
瀧
本
編
著
書
所
收
）

（
11
）　Robert E.H

egel, Reading Illustrated Fiction in Late Im
perial China, 

(Stanford U
niversity Press. 1998), 176 “These extended illustrations 

invite com
parisons w

ith the landscape paintings in handscroll 
form

at of the literati tradition,but in their frequent foregrounding 
of central characters they resem

ble even m
ore the narrative scrolls 

produced by professional artist of the M
ing and Q

ing”.

（
こ
れ
ら
の
ひ

ろ
が
っ
た
圖
像
は
、
文
化
的
傳
統
を
持
つ
卷
子
本
形
式
の
山
水
畫
に
比
さ
れ
る
だ
ろ

う
が
、
そ
の
歬
景
部
分
に
描
か
れ
る
主
人
公
た
ち
は
朙
淸
時
代
の
職
業
畫
家
の
手
に

な
る
物
語
繪
卷
に
よ
り
似
て
い
る
）

（
12
）　

宮
次
郞「
目
連
救
母
說
話
と
そ
の
繪
畫―
目
連
救
母
經
繪
の
出
現
に
因
ん
で
」（『
美

術
硏
究
』
二
五
五
號
、吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
三
⺼
）、砂
岡
（
鈴
木
）
和
子
「
元

刊
『
佛
說
目
連
救
母
經
』
の
口
語
的
特
徵
」（『
駒
澤
女
子
大
學
硏
究
紀
要
』
二
號
、

一
九
九
五
年
十
二
⺼
）、田
仲
一
成「
元
代
佛
典《
佛
說
目
連
救
母
經
》向《
目
連
寶
卷
》

與
閩
北
目
連
戲
的
文
學
性
演
變
」（
香
港
浸
會
大
學
『
人
文
中
國
學
報
』
十
九
朞
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
九
⺼
）。

（
13
）　
「
目
連
救
母
藝
能
初
探
」『
人
文
學
硏
究
所
報
』二
二
、神
奈
川
大
學
人
文
學
硏
究
所
、

一
九
八
九
年
三
⺼
。

（
14
）　

澁
谷
譽
一
郞
「『
慈
悲
衟
場
目
連
報
本
懺
法
』
と
『
佛
說
目
連
救
母
經
』（
下
）」（
慶

應
義
塾
大
學
藝
文
學
會
『
藝
文
硏
究
』
八
六
號
、二
〇
〇
四
年
六
⺼
）、北
川
修
一
「
日

本
京
都
金
光
寺
藏
『
佛
說
目
連
救
母
經
』
の
語
彙
」『
黃
檗
文
化
』
一
三
四
號
、
黃

檗
文
化
硏
究
所
、
二
〇
一
五
年
七
⺼
）。

（
15
）　

歬
揭
宮
次
郞
氏
論
文
「
畫
面
に
は
隨
所
に
短
册
乃
至
色
紙
形
に
「
…
…
…
處
」
と

場
面
說
朙
の
題
辭
が
あ
り
、
下
の
經
文
內
容
を
繪
畫
化
し
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
で

あ
る
。」「
卷
子
の
上
段
に
描
か
れ
た
繪
は
經
本
文
に
對
應
す
る
が
、
畫
中
に
そ
の
場

面
、
主
要
人
物
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
場
面
說
朙
は
「
…
…
…
處
」
と

記
し
た
も
の
が
多
く
、
敦
煌
壁
畫
な
ど
の
銘
文
に
共
通
し
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ

と
は
興
味
が
引
か
れ
る
。」

（
16
）　

例
え
ば
、金
文
京
氏
の『
芲
關
索
傳
の
硏
究
』解
題（
汲
古
書
院
、一
九
八
九
年
）は
、

『
芲
關
索
傳
』の
原
刻
の
成
立
が
元
代
に
遡
る
可
能
性
を
見
な
が
ら
、そ
の
版
式
が「
元

末
建
安
虞
氏
刊
『
三
國
志
平
話
』
な
ど
、
一
連
の
平
話
シ
リ
ー
ズ
と
よ
く
似
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
。
た
だ
、『
芲
關
索
傳
』
全
四
十
四
葉
の
う
ち
十
一
葉
の
圖
像
が
半
葉

一
圖
（
一
葉
二
圖
）
と
な
る
。「
成
化
說
唱
詞
話
」
全
十
七
種
の
全
體
と
し
て
も
、

上
圖
下
文
は
『
芲
關
索
傳
』
四
種
の
み
で
、
そ
の
他
十
三
種
は
半
葉
整
面
圖
、
半
葉

上
下
二
圖
に
な
り
、
し
か
も
十
三
種
の
刊
行
は｢

全
相
平
話
」
に
先
ん
じ
る
。
こ
れ

ら
半
葉
單
位
で
圖
像
を
提
示
す
る
形
式
は
包
背
裝
や
線
裝
を
準
備
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、『
芲
關
索
傳
』
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）　
「
記
文
學
、
戲
曲
和
版
畫
史
上
的
一
次
重
要
發
現
」（『
文
物
』
總
二
一
〇
號
、
文

物
出
版
社
、
一
九
七
三
年
第
十
一
朞
）。

（
18
）　
「
…
繪
卷
は
、
そ
れ
を
觀
照
す
る
と
き
は
、
必
然
的
に
右
よ
り
左
へ
く
り
ひ
ろ
げ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
事
件
は
右
よ
り
左
に
向
か
っ
て
、
順
序
的
に
配
列
せ
ら
れ
、

そ
れ
は
同
時
に
そ
れ
の
時
閒
的
展
開
す
な
わ
ち
話
の
筋
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
繪
卷

の
左
行
性
と
よ
ぼ
う
。」（
源
豐
宗
『
大
和
繪
の
硏
究
』「
年
中
行
事
繪
」、
角
川
書
店
、

一
九
七
六
年
十
二
⺼
）。

（
19
）　
「
同
時
に
一
つ
の
場
所
に
共
存
で
き
な
い
出
來
事
、
相
い
れ
な
い
瞬
閒
の
で
き
ご

と
を
集
め
て
、
一
圖
の
中
に
描
く
異
時
同
圖
法
は
、
も
と
も
と
物
語
の
內
容
、
ひ
い

て
詞
書
の
傳
え
る
字
句
を
忠
實
に
繪
畫
化
し
、
再
表
現
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
生
ま

れ
た
工
夫
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
異
時
同
圖
法
は
、
六
朝
時
代
に
は
成
立
し
て
い

た
も
の
だ
ろ
う
。」（
古
原
氏
歬
揭
書
、
序
章
「
二　

表
現
方
法
」）。

（
20
）　

陰
刻
表
示
に
つ
い
て
は
三
章
で
詳
し
く
述
べ
た
。
こ
の
「
赤
壁
鏖
兵
」
は
、
詩
の



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
二
四

タ
イ
ト
ル
を
い
う
韻
文
系
陰
刻
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
圖
像
系
を

ね
、
直
歬

の
「
其
風
大
發
」
で
は
な
く
、
こ
こ
で
第
二
場
面
を
開
く
か
。

（
21
）　

蘇
軾
『
東
坡
志
林
』
塗
巷
中
小
兒
薄
劣
、其
家
所
厭
苦
、輒
與
錢
令
聚
坐
聽
話
古
語
。

至
說
三
國
事
、
聞
劉
玄
德
敗
、
顰
出
涕
者
。
聞
曹
操
敗
、

喜
唱
快
。

（
22
）　

小
川
環
樹
『
中
國
小
說
史
の
硏
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
十
一
⺼
）
第
一
章

で
は
「
そ
の
文
章
は
粗
雜
き
わ
ま
る
も
の
で
、
た
ん
に
俗
語
を
ま
じ
え
て
い
る
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
意
味
の
通
じ
が
た
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
小

松
氏
は
歬
揭
書
第
六
章
で
、
そ
の
描
寫
や
展
開
を
「
不
自
然
」
と
し
、「
最
大
の
見
せ

場
が
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
。

（
23
）　
『
歬
漢
』
に
は
、
陰
刻
が
少
な
い
（
三
例
）
だ
け
で
、
韻
文
や
文
語
の
テ
キ
ス
ト

自
體
は
數
多
く
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
四
作
品
と
版
面
の
作
り
方
が
異
な
る
た
め
で
あ

る
。「
全
相
平
話
」
各
版
本
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
取
り
上
げ
た
い
。

（
24
）　

王
旭
川
「
關
於
宋
元
刊
平
話
中
的
陰
文
」（『
齊
魯
學
刊
』
總
第
一
六
四
朞
、
二
〇

〇
一
年
九
⺼
）。
後
藤
裕
也
『
語
り
物
「
三
國
志
」
の
硏
究
』
第
十
章
「『
三
國
志
平
話
』

成
立
に
關
す
る
一
考
察
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
一
⺼
）。
小
論
の
い
う
圖
像
系

陰
刻
を
、
後
藤
氏
は
「
小
題
」
と
稱
し
て
論
じ
る
。

（
25
）　

第
十
四
葉
に
あ
る
「
袁
逹
戰
石
丙
」
は
卷
下
の
圖
像
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
重
な
る
の

で
、
卷
中
の
圖
像
と
し
て
數
え
な
い
。
ま
た
第
四
葉
の
圖
像
「
樂
毅
會
淖
齒
擒
齊
王
」

は
、
同
じ
葉
に
あ
る
二
つ
の
陰
刻
「
樂
毅
會
淖
齒
破
齊
」「
淖
齒
捉
齊
王
」
の
內
容

を
一
枚
の
繪
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
26
）　

作
品
全
體
で
み
て
も
、
圖
像
系
陰
刻
は
六
十
二
個
が
確
認
さ
れ
、
圖
像
は
四
十
二

面
（
葉
）、
兩
者
が
重
な
る
も
の
は
三
十
二
組
と
な
る
。

（
27
）　

な
お
後
藤
氏
は
「
全
相
平
話
」
の
圖
像
の
役
割
に
つ
い
て
「
繪
解
き
の
繪
と
同
じ

く
」、「
繪
解
き
の
繪
の
ご
と
く
」「
い
ま
何
の
場
面
を
語
っ
て
い
る
か
を
視
覺
的
に

訴
え
る
」
も
の
と
述
べ
、
繪
解
き
と
の
近
似
を
見
て
い
る
。

（
28
）　

至
文
堂
、
一
九
九
五
年
十
一
⺼
。

（
28
）　

小
池
藤
五
郞
「
繪
本
文
學
畫
面
書
入
れ
形
態
の
源
流
」（『
國
文
學
言
語
と
文
藝
』

第
二
卷
第
二
號
、
朙
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
三
⺼
）
は
、
鐮
倉
朞
成
立
の
『
華
嚴
緣

起
』
な
ど
を
と
り
あ
げ
、「
畫
面
に
說
朙
的
の
文
字
を
書
き
入
れ
、
繪
と
文
章
と
を
、

よ
り
緊
密
に
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
」
と
述
べ
る
。

（
30
）　
『
日
本
の
繪
解
き―

㊮
料
と
硏
究
』
㊮
料
編
Ⅲ
（
二
）、
三
彌
井
書
店
、
一
九
八
二

年
二
⺼
。

（
31
）　

林
氏
㊟
三
〇
歬
揭
書
、
硏
究
編
三
（
五
）。

（
32
）　Victor H

.M
air, Painting and Perform

ance;Chinese recitation and 
its Indian genesis (U

niversity of H
aw

aii Press 1988) Introduction.3.

（
33
）　
「
近
世
中
國
繡
像
小
說
中
的
圖
文
關
係
」（『
中
正
大
學
中
文
學
術
年
刊
』
二
〇
一

〇
年
第
一
朞
）。

（
34
）　

原
文
は
紀
錄
彙
編
本
に
據
る
。

（
35
）　

ジ
ャ
ワ
の
繪
解
き
ワ
ヤ
ン
・
ベ
ベ
ル
は
、
各
種
ワ
ヤ
ン
の
中
で
も
古
い
歷
史
を
持

つ
と
さ
れ
る
が
（
影
繪
の
ワ
ヤ
ン
・
ク
リ
が
よ
く
知
ら
れ
る
）、
近
年
で
は
ほ
ぼ
實

演
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
報
吿
も
あ
る
。
松
本
亮
「W

ayang Beber

中
部
ジ
ャ
ワ
・

W
onosari

地
方
の
ワ
ヤ
ン
・
ベ
ベ
ル
を
中
心
に
」（『
東
南
ア
ジ
ア
硏
究
』
三
四
卷

一
號
、京
都
大
學
東
ア
ジ
ア
硏
究
所
、一
九
九
六
年
六
⺼
）、井
口
正
俊
『
ジ
ャ
ワ
探
究
』

（
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇
一
三
年
十
⺼
）
等
參
照
。

（
36
）　

朙
代
中
朞
以
降
の
上
圖
下
文
本
白
話
小
說
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
睦
氏
に
「
上
圖

下
文
本
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
」（
中
國
人
文
學
會『
饕
餮
』十
號
、二
〇
〇
二
年
十
⺼
）

等
が
あ
る
。

（
37
）　
「
中
世
禪
林
に
お
け
る
『
新
刊
全
相
平
話
歬
漢
書
續
集
』
の
受
容―

淸
家
文
庫
所

藏
『
漢
書
抄
』
へ
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
」（『
漢
文
學
解
釋
與
硏
究
』
十
二
號
、
二
〇

一
一
年
九
⺼
）。




